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   This report describes a case of retroperitoneal neoplasm found in 58 years old man. 
Histological pictures of this neoplasm have sympathogonioma-like and fibrosarcomatic cha-
racters. And metastasis was found in ileum. These two mixed findings show that this 
tumor belong to neurogenic immature neoplasm.
緒 言
従来後腹膜腔 腫瘍 として報 告 された症例は極
めて多 く,そ の種類 も叉多岐にわ たる.し か し
かか る部位 に発生 した神経原性 の悪性腫瘍の大
半は所謂Sympathicoblastomaで,之は多 く
は乳幼児 に発症 す るもので成 人に於 け る報告例
は極 めて乏 しい
我 々は58才の男子 で生前 臨床的に初 めGra-
witz腫瘍 と診断 され,手 術所見及び剖 検 に よ
り後腹膜 腔の神経性悪性腫瘍であ ることが判明
した症例 に於 て組織学 的に特異 な興味 ある所見
を えたので報告す る.
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到る数個の嚢胞を散見する.
右腎は前述の腫瘤の外側方に位置し,大いさ7×5.5








円形潰瘍をみとめた.周 囲の壁は肥厚 して稻々膨隆 し
硬い その潰瘍周辺部の粘膜面に針尖大の出血斑が多
数散布している.





















































































く,又間質は強 く増殖 し結合織性の搬痕化せる部 もあ
り,細尿管は圧迫され,萎縮性であ り,その内腔に蛋
























この腫瘍 の小 円形細胞 を主体 とした組織像か
ら考え ると,ま ずLymphosarcomaあるいは
Sympathicoblastomaにっいて検討 されね ば
ならない 然 しLymphosarcomaに関 しては
本腫瘍の好銀線維 の所 見,叉 腫瘍細胞の島喚状
配列 と,そ の間 の細線維 購造か らみて,ま ず否
定 され るべ きで ある.次 にSympathicoblas-
tomaで るが.こ れは相当数の報告例が あり,
最近数 年間 の本邦の交献 を み て も,牛 島,森
島,河 野,逸 見,青 山,石 田,古 畑,宮 川,加
藤,小 林,武 田 らの報告 がある.然 し,い ずれ
も乳幼児に発生 する事が特微的であ り,本 症例
の様に成年期以後に発症 した例 では,僅 かに市
場 の報告例が挙げ られるのみで極 めて珍 らしい
とせねばな らない 叉Sympathicoblastoma
には所謂花冠形成,叉 伸経縮胞の混在がみ られ
ると云 われ るが本 例ではその陵な像は 見出 し得
なかつた.更 に本症例では神経線維 肉腫 とも云
いうる組織像 を混 じていた事 を考 えるとSym-
pathicoblastomaに疇躇 を要す る所で,単 に
その淋巴球類似 の小 円形細 胞 より未熟 な神経細
胞由来である事 を推定 させ るに とどまる.即 ち
神経線維腫,悪 性 シユワン細胞腫,或はEwing
の云 うNeuroblastomaとも診断 され るよう
な紡錘形細胞 よ り構 成 された腫瘍像を混 じてい
る点 か らみれば単純 な神経細胞性 の悪性腫瘍 と
も云 い得ず,神 経細 胞性及 び神経線維 性腫瘍,
両者 の性格を混 じた ものと考 えられ る.
かか る腫瘍に関 しては,そ の良性の もの とし
てNeurocystofibromaの存在がDublinにょ
り述べ られている.彼 に よれel(Neurofibroma
はnervecellを種 々の割 合に混 じ,叉 一 方
NeurocystomaもNeurofibreを混 じている
ものがあ り,こ れ らはNeurocysto且bromaと
称 し うるものであ り,屡 々悪性化の傾向を有す
ると云 う.
本例は恐 らく,こ のカテゴ リーに属せしめ得
るものであ り.そ の細胞の未熟 な悪性 像,叉 転
移 のある事 か らNeurocysto丘brosarcomaと
云 いうるもの と思 う.所 謂後 腹膜腔腫瘍 なるも
のはその内容に於 て様 々の ものを包 含 してお る
が.か か る部 に原発 した神経性 の悪性腫瘍 の発
生頻度に関 してPack&Tabuh,或 はStout
の統計的報告が しられ,本 邦 では菅原 らの報告
が ある.
Pack&Tabuhに よれ ば後腹膜腔腫瘍120
例中.原 発性 の悪性神経 性腫瘍 は6例 と述べ.
Stoutによれば340例申25例,菅原では約200例
中17例であつた という.何 れ も相 当稀 な もので
ある事 を示してお り.そ の内容はNeuroblas-
toma,Ganglioneuroma,MalignantSchwan-
noma等であ る.
本症 例にみ るが如 き組織 像のものは,上 記 の
統計中,不 明腫瘍 の項 目に 入れ られてい るのか
も知れないが.殆 んど報告 をみな い様であ る.
著者 らも最 近数 年間 の本邦に於け る後腹膜 腔腫
瘍 の報告例 を検 索してみたが,146例中,神 経
組織に由来を求 め うる ものは,19例にす ぎず,
しか も本症例 に類似 した ものは1例 も な か つ
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た.か か る点か らみても,本 例 は極 めて稀 な興
味 あるもの と考 えられ る.
この腫瘍 の発生母地 としては,副 腎髄質,及
び後腹膜腔の神経組織が考え られ る.患 者は58
才 であ り,い つか ら発症 したか疑問 であるが,
10数年前腎癌痛 を訴 え結石 の排 泄をみたが,そ
の際は腫瘍 の存在をみ とめていないので,最 近
になり発生 し,急 速に悪性化 して増大 して行 つ
たもの と思われ る.叉 腎結石症 との関係 も不 明
といわね ばならない.街 廻腸にみ とめられた小
腫瘤は組織 像の類似 してい る点 か ら,原 発腫瘍
の転移 と考 え られ る.恐 ら く血行性 に転移 した
ものであろうが,他 の諸臓 器には全 く病巣 をみ
ず,廻 腸粘膜面にのみ,ポ リプ状 の病 巣形 成を
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